
「危険物船舶運送及び貯蔵規則の一部を改正する省令案」及び 
「船舶による危険物の運送基準等を定める告示の一部を改正する告示案」 

に関するパブリックコメントについて 
 

平 成 ２ ０ 年 ５ 月 
海事局 検査測度課 

 
背景・目的  
船舶による液化ガス物質のばら積み運送に関しては、国際海事機関（以下「ＩＭＯ」と

いう。）において策定された液化ガスのばら積み運送のための船舶の構造及び設備に関する

国際規則（以下「ＩＧＣコード」という。）により、貨物タンクの位置、防火・消防設備等

の構造・設備要件が課せられており、我が国においても、ＩＧＣコードの規定内容を危険

物船舶運送及び貯蔵規則（昭和３２年運輸省令第３０号。以下「危規則」という。）及び船

舶による危険物の運送基準等を定める告示（昭和５４年運輸省告示第５４９号。以下「危

告示」という。）に取り入れて安全規制を実施しているところである。 
平成１９年１月に、ＩＭＯの海上安全委員会（ＭＳＣ）において、①ばら積みで運送す

る液化ガスとして新たに２種類の物質の追加、②消火ホースの長さ規定の改正及び③貨物

ポンプ室の保護要件の削除等を内容とするＩＧＣコードの改正が採択された。ＩＧＣコー

ドは、１９７４年の海上における人命の安全のための国際条約（ＳＯＬＡＳ条約）に基づ

く強制コードであり、今次改正については、平成２０年７月１日に発効することとなって

いる。 
このため、我が国においても液化ガスの円滑なばら積み国際輸送を行うことができるよ

う、この改正内容を国内法令に取り入れ、現行の危規則及び危告示を改正する必要がある。 
 
改正概要  
ＩＧＣコードの改正に伴い、次の改正を行う。 
① 危告示別表第８の２にジメチルエーテル及び二酸化炭素を追加する。（危告示別表

第８の２関係） 
② 液化ガスばら積み船に設ける消火ホースの長さの規定を、一律３３メートル以下か

ら、１０メートル以上、かつ、最大の長さを場所によって１５メートル以下、２０メ

ートル以下又は２５メートル以下とする。（危規則第１６２条第１項第２号ロ関係、

危告示新第２８条の２関係） 
③ 液化ガスばら積み船の貨物ポンプ室に係る規定のうち、タンカーに求められている

「貨物ポンプ室の保護要件」の準用を行わないこととする。（危規則旧第１６５条の

２削除） 
④ その他所要の改正（経過措置等）を行う。 

 
スケジュール（予定）  
公布：平成２０年６月下旬 
施行：平成２０年７月１日 


